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■ キャッシュでホームページを爆速にする 

今月号は、ホームページを高速にしよう、というプランのご案内です。 

表題に「キャッシュ」とありますが、「Cash（お金）」ではなくて「Cache」というコンピュータ用語のことです。 

「一時的にデータを保管する」という意味がありまして、これを利用して「データアクセス（ウェブでは表示）を高速化す

る」ことを意味しています。 

この機能、ホームページを見るブラウザにもありまして、一定時間内に同じ画面をみる場合には「（インターネットの先ま

で見に行かずに）ブラウザに保存した画面をみる」ように細工されています。一定時間を 30 分とすると、その間にホー

ムページが変更される可能性は低いですから、合理的かつ経済的です。 

これを同じ仕掛けをホームページのサーバー側に仕掛けることができます。 

 

図１：キャッシュサーバー 

真ん中に「キャッシュ」とあるのが、そのためのサーバー（キャッシュサーバー）です。このサーバーが一時的にホーム

ページを保存して、アクセスする閲覧者に素早く返答する仕組みです。 

下はあるお客様への提案資料として作成した速度比較です。 

 

図２：キャッシュサーバーの効果の事例 

わたしどもでは、このキャッシュサーバーと WAF（ワフ：ファイアウォールの一種）を組み合わせてサーバー環境をご提

供しております（図１）。WAF は SQL インジェクションなどの Wordpress への改ざん攻撃対策のデファクトスタンダード。

既存のホームページにも対応しておりますので、ご検討いただければ幸いです。 


